
ニイドファイヤ NeedFire

【2～4人用ゲーム 60分 12歳以上】

火が焚かれ、戦いが始まる。力に飢えた娘たちが武器

を取り、血で血を洗う剣戟を演じる。戦士の魂を摘み取

られ、英雄の館《ヴァルハラ》は満たされなければなら

ない。

◆ 概要

手札と場の炎カードを交換し、場の人間カードを獲得し、

5 枚の人間カードと 5 枚の炎カードからなる、より高得

点のセットを作ることを目指す。

◆ 用具

説明書 (本書) 1部, 解説シート 1部

炎カード 26枚

上段に 1種類の生成要素

人間カード 26枚

上段に 1種類の生成要素

下段に 4種類の反応要素

要素は、13 種類の黒の要素と 13 種類の白の要素から

なる 26種類がある。詳細は解説シートを参照。

◆ 準備

人間カードすべてを裏向きで混ぜて束にする。束から

カードを引いてテーブル中央に表向きに 9 枚、輪にな

るように並べる。このとき、最初と最後のカードの間に

カード 1 枚分の隙間を作る。このように表向きでテーブ

ル中央に並べられた人間カードを「戦士」と呼ぶ。

【4人か 3人なら、そののち人間カードの束から 1枚ず

つ、各プレイヤーの手元に表向きで配る。】

そして、人間カードの束から、【4人なら 2枚/ 3人な

ら 4 枚/ 2 人なら 2 枚】を輪の中心に裏向きで積み重ね

て置く。輪の中心に裏向きで積まれた人間カードを「追

放者」と呼ぶ。以上が終わったら、人間カードの束は山

札として、輪の隙間に置く。

炎カードすべてを裏向きで混ぜて、各自に 5 枚ずつ手

札として配る。そののち、山札の両隣の戦士の下に、炎

カードを 1 枚ずつ、裏向きで差し込む。こうしてカード

の下に差し込まれた裏向きの炎カードを「火種」と呼ぶ。

火種は、ゲームが終わるまで裏向きのままにして、誰も表

面を確認しない。そして、残った炎カードすべてを、戦

士の輪の外に裏向きで置く。これを「篝火」と呼ぶ。

◆ 遊び方

適当に最初の手番プレイヤーを決める。手番プレイヤー

が手番を行う。そののち、手番プレイヤーの座順左隣の

プレイヤーが次の手番プレイヤーになる。ゲームの終了

条件を満たしたら、ゲームを終えて得点計算を行う。

◆ 手番でやること

手番では、〈1. 篝火の公開〉→〈2. 戦士の補充〉→〈3.

手札の交換〉→〈4. 戦士の獲得〉を順番に行う。

〈1. 篝火の公開〉では、【4 人か 3 人なら、もし裏向

きの篝火があればその中の 1枚を裏向きのまま選んで/ 2

人なら、裏向きの篝火 3 枚の内容を確認して、2 枚を好

きな場所に裏向きで戻したのち、残りの 1 枚を】表向き

にする。

〈2. 戦士の補充〉では、【4 人なら 1 枚/ 3 人なら 2

枚/ 2人なら 3枚】を山札から引いて、その中から 1枚を

選んで戦士の輪の空いた場所に表向きで置き、残りを追

放者にする。ゲームの最初の手番では、戦士の輪に空き

がないため、この手順は飛ばす。また、山札が尽きたあと

も、この手順は飛ばす。【4 人なら、追放者が増えること

はない。/ 3人か 2人なら、この手順で追放者が増える。】

〈3. 手札の交換〉では、手番プレイヤーは火種のつい

ていない篝火と手札とを 1 枚交換する。裏向きの篝火と

手札を交換する場合、手放した手札も裏向きで出す。こ

の交換は、必ず行う。

〈4. 戦士の獲得〉では、まず点火カードを選んで火種

を移し、そののち獲得する戦士を選ぶ。以下、詳細を順

を追って説明する。

あるカードの持つ生成要素に一致する要素を別のカー

ドが反応要素として持つとき、後者は前者に「反応する」

という。手番プレイヤーは、テーブル上に表向きで置か

れた、火種のついていないすべてのカードの中から 1 枚

を選び、「点火カード」とする。そののち、火種のうち任

意の 1枚を引き抜いて、点火カードの下に差し込む。



点火カードに反応する戦士が 2 枚以上あれば、その中

から 1 枚を選んで獲得する。獲得したカードは、自身の

手元に表向きで置く。獲得した戦士に火種がついていた

ら、火種を付けたままの状態で手元に置く。

▲ 例: 1.) ☆の篝火を点火カードに選んで、★の火種

を☆の下に移した。この結果、A,B,Cの戦士が反応し

た。2.) その中から B の戦士を選び、それについてい

る火種と一緒に獲得した。

点火カードに反応する戦士が 1 枚以下の場合、追放者

の束の上から 2 枚の内容を確認してそのどちらかを獲得

し、もう片方を再度追放者にしたのち、戦士を輪の中か

ら 1枚を選んで追放者にする。

▲ 例: 1.) ☆の人間カードを点火カードに選んで、★

の火種を☆の下に移した。この結果、A の戦士のみが

反応した。2.) 追放者の束の上から 2 枚を確認し、3.)

その中の 1 枚を選んで獲得し、4.) もう 1 枚を追放者

にし、5.) さらに戦士を 1枚選んで追放者にした。

◆ ゲームの終了条件

全てのプレイヤーの手元に 5 枚の人間カードが置かれた

ら、ゲームが終了する。

◆ 得点計算

得点の算出にあたり、各自の統率力と加護を求める。

各自、手元の人間カードの中から 1 枚選び、反応させ

ることができるカードがなくなるまで繰り返し、直前に

選んだカードに反応するカードを選ぶ。なお、ここで一

度反応したカードは、もう反応することができなくなる。

選ばれたカードの枚数を「統率力」とする。

▲ 図の例の場合、ゲーボ→テイワズ→ラグズと選び、

次にナウジズかマンナズのどちらかを選べる。ただし、

どちらを選んだとしても、もはや直近反応したカード

に反応するカードがないため、それ以上カードを選ぶ

ことができない。

各自、手札を手元に公開する。自身の手元に火種があ

るプレイヤーは、それも公開して手元の炎カードに加え

る。手元の炎カードが 5 枚を超えたプレイヤーは、超え

た分の枚数の炎カードを任意に選んで脇によけ、得点計

算から外す。手元の炎カードの一枚一枚について、その

カードに反応する自身の手元の人間カードの枚数を調べ、

その合計を「加護」とする。同じ人間カードが複数の炎

カードに反応する場合があるが、その分だけ重複して加

護を増やす。

統率力に加護を掛けた値を、各自の得点とする。

▲ 図の例の場合、統率力が 4、加護が 7 であるため、

4× 7 = 28 点。

得点が最も高いプレイヤーが勝利する。同着の場合、

勝利を分かち合う。
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